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Figl4Thecorrelationbetweensubjectiveandobjectivevaluesof
FutonclothTotalHandValuecalculatedfromequation
DM-1L
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と表面特性との相関に比べて大きいためであ
り，第一ブロックとして表面特性を決めると残
差の中にはそれと関連する部分が除かれること
になる。それ故，ブロック間残差回帰方式では
基本風合いに寄与する各基本力学特性間の相互
関係もより明らかとなる。
でも以下でもＴＨＶを大幅に下げることにな
る。
保温性や`快適性の対応する量として，各々通
気抵抗及び水分率を用いているが，これらが必
ずしも適切な指標になるとは限らない。保温性
については，例えばサーモラポIIu)で計測され
るｑ－ｍａｘ（布に接触した時の温冷感に関係する
量で，この値が大きい程布接触時に冷たく感じ
る)，布の見かけの熱伝導率,及び布を通しての
熱遮断率（保温率）などがあり，これらについ
ても検討した。しかしながら，これらの物性値
には測定者の経験や測定環境（温度，湿度，風
速）の影響が大きく，短時間で再現性の良い結
果が得られなかったため，今回は見合わせた。
また，現在では，ふとん地として製造，販売す
るためにはフラジール法による通気量を求めて
置くことが義務づけられているため，入手が容
易な通気抵抗を採用した。,快適性に関しては，
今の所最適な物性値が見あたらないため，仕方
なく水分率を採用した。これらの物性値につい
ては今後検討するべき課題は多いと考えられ
る。主観評価値とのブロック間回帰において，
``ソフトさ”や“がさつき”については第一段
階で既に回帰精度は高くなっており（Ｒ＞0.8)，
これら基本風合い１つだけでも近似的にＴＨＶ
を予測可能であることがわかる。即ち，“ソフト
さ”が高い布や“がさつき”が低い布はたいて
いふとん地としてのＴＨＶが高いと判断して，
その後の話を進めることが出来る。大ざっぱな
ふとん地の風合い評価に役立つと考えられる。
今回開発したふとん地基本風合い客観評価式
（DM-O2)及び総合風合い客観評価式(ＤＭ-11）
を使い，新しいふとん地用試料30点について求
めた客観評価値を，熟練者に判定してもらった
ところ，主観評価との対応は極めて高〈（全て
の基本風合い及び総合風合いでＲ＝0.9以上)，
両式の有用性が確認でき，かつ客観評価法の威
力が示された。現在大和紡績㈱内で，より多く
の試料についての信頼性の検討を続行してお
り，併せて基本風合い及び総合風合いの客観評
４－２ＴＨＶ客観評価式
ふとん地の総合風合い値(ＴＨＶ）を客観的に
評価する式（ＤＭ-11）を誘導出来たが，ここで
ＴＨＶへの各基本風合いの寄与について検討す
る。今(7)式を次のように置く。
７
ＴＨＶ＝COO＋ｚＺＩ
ｉ＝１
但し,Ｚ!=CmY1三!Y，
（８）
￣
+C2IY12＝Ｙｉ２
ObI
本式における７つの変数のうち，他の６つは一
定（母集団の平均値）条件下で，１つの基本風
合いのみを変数として算出した結果がFig.１５
である。例えば実線の“ソフトさ，’は他の４つ
の基本風合い，通気抵抗及び水分率を一定とし
て求めた値である。“ソフトさ"が最も強力にＺ，
に，即ちＴＨＶに効いており，“ソフトさ"の値
は，本図の範囲内では大きければ大きい程有利
であることを示している。“こし－Ｆ"について
はＴＨＶへの影響は少ないが，低い方でＴＨＶ
を下げることがわかる。“ぬめり－Ｆ，，について
は，本図の範囲内ではほとんど影響しない。“ふ
くらみ，，についてはＴＨＶを最も小さくする領
域(約3.9)の存在が示されており，それ以上で
も以下でもＴＨＶを向上するが，どちらかとい
うと大きい方が有利である。“がさつき,，につい
てはＴＨＶへの影響は小さいものの，低い方が
有利である。
通気抵抗と水分率の影響をＦｉｇ．１６に示す。
通気抵抗については，ＴＨＶへの効果は決して
大きくはないが，その値が大きい程ＴＨＶを高
くする。水分率については，本図の範囲内で明
らかに最適値が存在し，その値が６～９％程度
であればＴＨＶへの影響は小さいが，それ以上
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ふとん地の総合的な品質を表す総合風合い値
（ＴＨＶ)についても，客観評価式の誘導を試み
た。得られた結論は以下の通りである。
１）ふとん地の基本風合いとして,“ソフトさ"，
‘`こし－Ｆ"，“ぬめり－Ｆ"，‘`ふくらみ，，,”
がさつき，,の５個を定義することが出来た。
２）熟練者の主観評価値と力学特性値とをブ
ロック間残差回帰方式で回帰することによ
り，回帰精度が高く，回帰誤差の小さな基本
風合い客観評価式（DM-O2）を導くことが出
価法の普及をはかっている。将来的にはふとん
地の取引に客観評価法で求める基本風合いや総
合風合いが用いられることになると考えてい
る。
５結
奎諏
ふとん地の風合いを客観評価すべく，ふとん
地に長年接してきた熟練者から基本風合い用語
を抽出し，布の基本力学的特性値から客観的に
基本風合いを算出する式の開発を試みた｡また， 来た。
可、Ⅲ△１K_】
、＝Ｚ､６９０
トＩ
】卜Ｌ」四
、
ＰｒｉｍａｒｙＨａｎｄＶａｌｕｅ
Ｆｉｇｌ５ＴｈｅｃｏｎｔｒibutionofeachPrimaryHandtoTotalHandValue
ofFutoncloth
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Figl6ThecontributionofairresistanceandwaterregaintoTotalHandValueofFutoncloth．
ｐ
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3）上式で算出した基本風合いに，保温性に関
する量として通気抵抗を，快適性に関する量
として水分率を加え，これら二乗の値も変数
として，各基本風合い及び物性値毎のブロッ
ク間残差回帰方式によって卯熟練者による主
観評価値と回帰することにより，回帰精度が
高く，誤差の小さな総合風合い客観評価式
（ＤＭ-11）を導くことが出来た。
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